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　テ ン グカウモ リ畿知の産地　こ こ に單に テ ソ グ カ ウ モ リ と して 報郷 するの は Afurinα 櫨 側 4醗 彦 （PE−

TERS
・
1880 ）〔snb ： HerPtoeephaZus］の こ とである。此 の 種は ， 今日と雖 も，日本内地 の 特麗と 考 へ て

差支 の無い もの で あ る。今 ， そ の 既知 の 薤地を ペ ーテ ル ス （1880 ）， 波江元吉 （B90 ）， 青木 交
一郎 （19（陶 ，

岸田久吉 （1924，
1928

，
1934）， 黒田長禮 （1［

」・38
，
1940）諸氏 の 所記 に よ つ て ，ま と め て み る と ， 東京晦 J 神

奈川縣， 靜岡縣 ， 鼓早緜 ， 京都府と 云ふ 2府 3縣に なる。

テ ングカウモ リの 新産地 昭和 16年 9月 28 日， 麟 縣諏訪郡金澤村 に於 て
， 珍 しい こ とに it， 威牡が

1頭捕獲 され た ， 捕鍵者は 林學士 日塔正 俊氏 で ある 。 探集時ρ樣子を聞 ぐに ， 同氏は 中央線の 青柳驛前の

小店で梨果を 買 つ て 居 られ た と こ ろ，そ の 間か ら f 既 の カ ウ モ リが落ち た の で，拾 つ て ， 生 きた まま で農林

省林業試 驗場ま で もた らされ ， 筆者に同定 を もとめ られ た の で ある 。

　齔 の 僵髓i（書 成）の 外部測定 は ， 次表 の 通 りで ある。

　　　　　 頭 胴 合 長……………・…・…………・…・…鹽・………………・……………・・54の 1mn …100％

　　　　　 尾 ・………………・………・…・……・……・……・………………………・…・… 37，5mm … 69％ （＋ ）

　　　　　 後足 （爪 共 ）・………………・……・………・…・・……．＿＿＿＿．＿＿＿．＿ 王3．5mln

　　 　　 　 耳 （聴迸一耳 尖 ） ・…・・……・…一 ・…・…………・…・…、＿＿．＿＿．．，．．＿．15．5n ’
nn

　　 　　 　 陰 　 　 　莖．………………・…………・・……P・＿＿＿．＿．＿．．．．．＿．＿＿．＿　5．O　lll］且／

飛　　膜　　部

　　 　　 　 前 　　　腕……・一…一 ・…………・・∴ …一・一 ……………・…＿＿＿．＿．　 43．Oinm

　　　　　 第 1指掌骨 …………・……・…………鹽・……・…・………・……凾…・…∴ ＿＿ ユo．o 且nm

　　　　　　 〃 　全長 （爪 共）・・・・…………一…一 …・………・・…・・……………・… 11，δ 111m

　　　　　 第 亅r指掌骨
……・……・…・…・…………・一 ………・……・……宀＿ ＿＿．．．．37．Omm

　　　　　 第 1旺手旨掌骨
・6・・帖・・

吃
・・陰・L。・一…　一甌9…　P・・・…　艦・…　呷・・・…　一・一・P…　一邑．・噛，一．幽，．．．．．．．．．37．5111コll

　　　　　　 〃 　第 1指 骨 ・………………・…・……………・・……・…………・・…・一＿．．17．0 川 m

　　　　　　 ・’　　第 1ま旨骨 …　…一巳…・・一・・一・・…『・・……　…呻・・…　P・…・・一・・……．・・、・＿幽＿『915 ．O ユnm

　　　　　　 〃 　　第］亘蓄旨骨・・・…　……・…一・・・・・・…　一…　…・・……　…・・一一…一■…・・・・・…　．．．一．一．　7．51］／lll

　　　　　 第 1ド手旨掌骨
・一・…　一■・…・・・…　一一・一・…　…一一・・一…t−t・鹽呻…・・一・・…　…・・．・・．＿．＿．．．35．OIn 」n

　　　　　　 〃 　第 1指骨
……一…・一 ・…・・………・・・…一 …一 …．・…＿．＿＿ ， 玉4．0 コnH 皇

　　　　　　 〃 　 第 豆指骨…・………・…一 ・・……一 ・・…・……一 ・・…・…一 ＿＿ 13．5　 n 】n コ

　　　　　 第 Y指掌骨…・……………・・…・………・…・「・……・………・…・……＿＿．＿ 38．0／nMn
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　 ユ） 東京市目黒 區 下 目黒　林業試 験 場構…内
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586 新　 著　　紹　　介

　　　　　　　 tt　 第 1指骨
…・………・一 ・……………・……・………一 ・一 ……・…・・13・  1］・llu

　　　　　　　 ir 　第 五指骨
………・…・……一 …・……・……一 ……………・…・一 … 1【）・Olmn

　前表 で 注意 すぺ きは 野 左 右 の 別 ある 鰹 自に 就 て は ， すべ て 筆者 の 習慣に よつ て ， 右 の もの だ けを計 つ て

あ る こ とで ある 。 何に せ よ ， 尾が頭胴 の 69％強 即ち大驥 70％に 相當する こ とは ，
カ ウ モ リ 研究上 軍 要なる

こ と と思ふ 。甫 ほ 此 の 際 ， 筆 者 の 岡解 （1924 ，
1926

， P ．197）に 出 した成♀は ， 腹 の 内臓を取 り去 り， 綿を

つ めて ア ル コ ール 漬に した ， わ るい 標晶で 計つ た の で あ り， 數字が ， 少 くとも頭胴獨尾 の 闘 係 に 關 する

隈 りで は 不良 で ある か ら， 抹殺する 。 その 後 ， 幸 ひ に 靜岡縣産成牝を得て 計つ て あ る の を 既所に 附記す る

と ， 頭胴
・・− 56．O　mm ……100％　尾 ……3ア・Omln ……66％　後足 （爪共 ）…・・43 ・5　mm 　耳 ……15・Omm

……前腕
……41．0・ivnn で あつ て

， 尾率は 66％強 の 計算 で ある。

　 皀i｝ち ， テ ソ グ カ ウ モ リ と し て の 威艦 の 尾率は ， G5〜70％ と書 く こ と が出來るや 5に なつ た 。

　テン グカウモ リの陰莖　カ ウ モ 9類 の 牡が，陰莖によつ て容易 に見分け られ る こ と ほ ， カ ウ モ リ研究者

間の 常識 で あ る。と こ ろが ， 本種 の もの を書い た 文獻を筆者 は 知 ら ない 。故 に ， 此所に 之を 少 し く記載 し

て お く。

　筆者 の 見た もの は ， 肉色 で ， 粗毛 性 ． こ ま か い 皺は認 め られ る D 形は扁 くなつ た 圓錐で あつ て ， 前下方

に そがれて居 り， 其所に ， 縱向の 尿道門が開い て ゐ る。全體を通 じて ， 左右 に の び，．上 下に つ まつ て居 り，

又 ， 前後に の び ， 後方蔀ち基脚に 向 ひ 太 くなつ て ゐ る。（陰莖骨 の 駈見は 別 の 時 に ゆ つ る。）

　テ ングカ ウモ リ色彩上の 特色　上部は淡黒色 で あるが ， 長大 な友白毛が散生 して ゐ る （後肢に も）樣は ，

決 して 同蝿の 他種と紛れし め ない ．膕腹は 殆ど白 く兩脇 と後方へ 黒ず ん で ゐ る。吻 は 黒褐色。耳は淡黒 く，

尖に 向つ て 濃 くなつ て 居る 。 飛膜は淡い 褐黒色で ある e

　テ ン グカ ウモ リの 外都寄生蠡　今隅 り もの に は 、カ ウ モ リダ ニ が 少數 と ， 多數 の ア マ ク チ ダ ニ が寄生 し

て ゐ る。テ ソ グ カ ウ モ リの 習性に つ い て は 殆ん と何 も書 い た もの が無い か ら ， 同好各位 に 黝 し ， 今後 の 御

觀察を希は ねばならない e 〔昭ge　16年 10 月 2H 記す〕

新 　著　紹　介

　　 平岩馨邦 ・蘰田政次鄭 ・井 上幹造　しろね ずみ 　＝ 飼育 ・ 發生 ・ 解SU　 ＝

目次 5頁 ， 本交 80頁 ， 交 1獄2 頁 ， 索 引 13 頁 昭和 16 年 8 月 　丸 善株式會瀧 4 圓 50 錢

　私 が は じめて鼠を使つ て 仕事をや り出した項 ， 當時東大動物學教室 の 暖房た き兼小使 （？）の 爺 さんに 時

々 鼠 の 世話を手傳 つ て 貰 つ た もの で あつ た が ， そ の 爺 さんは ， 卆岩 さん茄敦室に 居 られた時に も贔 の 世話

を や つ た の だ さ5で ，

“

平岩さんは隨分 た くさん鼠を 飼つ て 居 られま した よ 。 ○ ○ ○ 〇四 立 も居 ま した

よ。
”

と折に ふれて 私 に語つ た事が あつ た 。．私が扇を受け つ い で 以來 ，

一番多 く持 つ て ゐた 時で も， 干 岩さ

ん の 數 に 比すればそ の 何分 の
一か に すぎない 。私 に は

“

鼠小屋に艚 つ て 白鼠の 世話に專念 した
”

とい ふ

此 の 本 の 序文 に ある甼岩 さん の 言葉 も素直に 唾解出來 る の で ある 。 本書 は か う して 白鼠 の
‘‘

飼 育と發育

の 離察
”

に 深 い 徑驗を積ま れ ， 且 20 年 に 餘 る年月
“

白鼠へ の 關心
り

と
“

消 し難い 熱情
，’

を持 ち續 けて

來 られた とい ふ卒岩 さんが ， 高弟編田 ， 井上兩氏の 協力を得て な された もの で あるか ら ， それだ け で充分

信韻する に足 る本とい ふ 事が出來や 5。

　は じめ に鼠概読と し て ， 我々 の 住宅附近 で 目に ふれ る鼠 の 種類 ， それが何處 に 發群し如何 なる經路に よ
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